
 

 

 

部活動のあり方検討委員会設置要綱 

三重県教育委員会 

 

（名 称） 

第１条 本委員会は、部活動のあり方検討委員会（以下「本会」という。）という。 

 

（目 的） 

第２条 本会は、生徒にとって望ましい部活動の環境を構築する観点から、子どもたちの

スポーツ・文化活動の機会を確保しつつ、部活動における教員の負担軽減も踏まえ、学校

における持続可能な部活動のあり方を検討することを目的とする。 

 

（検討事項） 

第３条 委員は、次に掲げる事項について検討する。 

（１）学校における持続可能な部活動のあり方に関する事項 

（２）前号に掲げるもののほか、県部活動ガイドラインに関し必要な事項 

 

（委 員） 

第４条 本会は、学識経験者及び次の（２）～（13）に掲げる団体からの推薦委員をもっ

て構成する。 

（１）学識経験者       （２）市町教育長会 

（３）県小中学校長会     （４）県立学校長会 

（５）県教職員組合      （６）県中学校体育連盟 

（７）県高等学校体育連盟   （８）県高等学校野球連盟 

（９）県高等学校文化連盟   （10）県中学校吹奏楽連盟 

（11）県ＰＴＡ連合会     （12）県高等学校ＰＴＡ連合会 

（13）県スポーツ協会      

２ その他、本会が必要と認める場合は、上記以外の関係者を招請することができる。 

３ 委員等が本会に参加できない場合は、代理者を充てることができる。 

 

（役 員） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

（１）委員長   １名    （２）副委員長  １名  

 

（役員の選任） 

第６条 委員長は、学識経験者をもって充てる。 

２ 副委員長は、委員のうちから委員長が選任する。 

 

（役員の職務） 

第７条 委員長は、本会を代表し、会務を総括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（会 議） 

第８条 会議は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。 



 

 

 

２ 会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

 

（作業部会） 

第９条 本会の中に、作業部会を設置し、学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移 

行について検討する。作業部会は、保健体育課に事務局を置き、教育委員会事務局：保健 

体育課、教職員課、小中学校教育課、地域連携・交通部：スポーツ推進課、競技力向上対 

策課、環境生活部：文化振興課とする。 

 

（事務局） 

第 10 条 本会の事務を処理するため、三重県教育委員会事務局保健体育課に事務局を置

く。 

 

（関係課） 

第 11 条 本会の関係課は三重県教育委員会事務局：教職員課、高校教育課、小中学校教

育課、特別支援教育課、地域連携・交通部：スポーツ推進課、競技力向上対策課、環境生

活部：文化振興課とする。 

 

（補 則） 

第 12条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が別に定める。 

なお、本要綱は本会の目的が達成された後、廃止する。 

また、三重県部活動ガイドライン取組検証委員会は廃止するが、市町教育委員会及び学

校の部活動運営方針の取組状況についての調査、確認については、本会の検討事項として

取扱う。 

 

附 則 この要綱は、令和２年１０月１９日から施行する。 

    この要綱は、令和５年５月２９日から施行する。 

    この要綱は、令和７年５月９日から施行する。 
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 国・県のこれまでの状況及び令和７年度の取組について 
                     

 

国は、令和５年度から７年度を改革推進期間と位置づけ、中学校における休日の部活

動について地域移行することを各自治体に求めてきましたが、。令和７年５月に公表し

た、「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」における最終とりま

とめでは、改革期間を６年間延長し、令和８年度から 10年度を前期、11年度から 13年

度を後期の改革実行期間と定めました。また、現時点で休日の部活動の地域移行に着手

していない地方公共団体においても、前期の間に着手することを求めることとしました。 

 

１ 現状 

  本県では、「三重県部活動ガイドラインおよび新たな地域クラブ活動方針」を策定する

とともに、協議会や意見交換会、部活動改革コーディネーターの聴き取り等を通して、

市町の取組における進捗状況の確認や、課題解決に向けた取組の検討を行ってきました。 

令和６年度に県教育委員会が行った調査では、休日の地域連携または地域移行を実施

する部活動は、運動部全 1511部活動のうち 525部活動[約 35%（うち地域移行：約 12％）]

であり、文化部が全 315部活動のうち 37部活動[約 12％（うち地域移行：約２％）]と

なっています。 

令和６年度の主な取組は以下のとおりです。 

① 国の地域クラブ活動への移行に向けた実証事業 

・７市町（令和５年度４市町）で実施され、令和８年度末までの休日の部活動の地域移

行をめざした環境整備が行われました。 

② 部活動の地域移行スタートアップ補助事業（県単補助事業） 

 ・国の実証事業の対象外となるが、市町が行う地域移行をめざした取組の支援について、

４市町で実施され、大学との連携等の新たな取組が展開されました。 

③ 指導者の確保と質の向上 

・指導者の確保等が各市町共通の課題となっていることから、中学校のスポーツ・文化

芸術活動の指導を希望する方と、指導者を必要とする市町や地域クラブ等とをマッ

チングするＷｅｂサイト「みえ地域クラブ活動人材バンク」を、令和７年２月 20日

に開設しました（令和７年７月 15日現在 221名登録）。また、指導力の向上を目的と

した、指導者養成講習会を実施しました。 

④ 周知、広報 

  ・地域移行に対する県民の理解を図るために、県広報紙やメディア等を活用し、広く情

報発信を行いました。 

 

２ 課題 

 依然として、周知・広報の必要性、指導者の確保と指導力の向上、受入団体の確保、

地域クラブ活動に係る費用負担のあり方等の課題があります。各市町の地域移行に係る

協議会において、地域のニーズを踏まえ、これらの課題について検討を進めていくとと

もに、各市町の実態に応じた県の支援が必要となります。 

３ 今後の取組 

① 周知・広報 

・人材バンクの周知とともに地域移行の理解促進のため、県広報紙やテレビ、新聞広



                                  

告やラジオ等、各種メディアを通して地域移行についての周知・広報を行います。 

② 指導者の確保と指導力の向上 

・チラシや広報誌を用いて、人材バンクの周知・広報を行うことで、新たな指導者の

確保につなげていきます。 

・県内の大学や運動部を有する企業等に協力を依頼し、市町において指導に携わる方

の掘りおこしを行います。 

・指導力の向上については、ＪＳＰＯ公認指導者資格を取得するための講習会を２回

実施します（昨年度は１回実施）。 

・県スポーツ推進局と連携して、資格取得の講習会や指導力向上を図る研修会の案内

を行います。 

③ 地域クラブ活動を担う運営団体・実施主体の体制整備 

・直ちに運営団体・実施主体の確保が困難な市町に対しては、まずは市町が中心と 

  なり地域クラブ活動を進めていくなど、新たな運営方法等について、部活動改革コ

ーディネーターが訪問等を行い支援・助言します。 

・総合型地域スポーツクラブ、競技団体、スポーツ少年団等、スポーツ関係団体や、

市町文化協会等の文化芸術団体に依頼し、実施主体の確保に努めます。また、地域

移行が円滑に進められるよう実施主体を統括し、学校との連携や生徒・保護者への

情報提供の支援、指導者の管理、資金調達、人材確保等の事務局機能を有する運営

団体の設立支援や組織強化の援助を国へ要望します。 

④ 財政的支援 

 ・部活動の地域連携・地域移行の推進を図ることを目的に、国の実証事業と部活動の

地域移行スタートアップ補助事業（運動部・文化部両方を対象）を実施し、地域の

実情に応じて取組を進める市町を支援します。なお、令和７年度の国の実証事業は、

９市町で実施され、そのうち熊野市は、尾鷲市、御浜町、紀宝町、紀北町の４市町

と広域的な連携の実証を行います。 

・各市町が財政状況に影響されず円滑に地域連携・地域移行を進められるよう、恒久

的な補助事業の構築や必要な財源の確保、支援の充実を国に要望します。さらに、

経済的に困窮する世帯の生徒をはじめ、保護者負担の軽減等、継続して幅広い支援

を国に要望します。 

・費用負担のあり方について、国の実証事業を通した検討や、過去の実証事業におけ

る収支構造例を他の市町に周知するなど、地域の実情に応じた取組が進められる

よう支援・助言します。 

 

 参考：部活動の地域移行スタートアップ補助事業（運動部・文化部両方を対象） 

 （予算額：2,100千円 県補助率１/２） 

 ＜主な取組＞指導者配置支援 

 ＜補助対象経費＞報酬、報償費、旅費、役務費 

 

 



                                     

令和７年度の予定（案） 

  ※国ガイドライン改訂に伴い、さらに作業部会及び意見交換会を行う可能性があります。 

  

 

５月 
・「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめ 公表 

・令和７年度部活動のあり方検討委員会第１回作業部会 

６月 
・第１８回市町等教育委員会担当者との部活動のあり方意見交換会 

・令和７年度部活動のあり方検討委員会第２回作業部会 

７月 
・「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」（第２回） 

・令和７年度第１回部活動のあり方検討委員会（本日） 

８月 
・地域クラブ活動の定義・要件等や、受益者負担の金額の目安を提示（国） 

・令和７年度部活動のあり方検討委員会第３回作業部会 

９月 

・第１９回市町等教育委員会担当者との部活動のあり方意見交換会 

・令和７年度第２回部活動のあり方検討委員会 

・令和７年度第４回部活動のあり方作業部会 

12月 

・国ガイドラインの改訂予定 

・令和７年度部活動のあり方検討委員会第５回作業部会 

・第２０回市町等教育委員会担当者との部活動のあり方意見交換会 

３月 ・令和７年度第３回部活動のあり方検討委員会 



令和７年７月１８日  

 各競技団体・関係団体  

代表者 様 

  

三重県教育委員会事務局 

保健体育課長 

三重県地域連携・交通部スポーツ推進局 

スポーツ推進課長 

 

   県内各市町の中学校における部活動の地域連携・地域移行に係るご協力 

について（依頼） 

 

 平素より本県の学校教育の振興にご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上げます。 

このことについて、６月に開催されました三重県スポーツ協会定例理事会及び定時評議

員会において、貴重なお時間をいただき、ご依頼させていただきましたが、改めまして、

各市町の競技団体・関係団体ならびに所属指導者の皆さまに、下記の通りご依頼させてい

ただいた内容を周知いただきますようお願い申し上げます。 

 

                                       記 

 

 県及び各市町が、地域移行をすすめる上での最大の課題は指導者の確保です。県では、

人材バンクを開設し、地域人材の掘り起こしや、休日に市町の教員が希望する場合には、

兼職兼業で、地域移行したクラブでの指導ができるモデルを示す等、課題解決に向けた取

組を行っているところですが、指導者が不足している状況です。 

 そこで、以下のような形で、各競技団体の皆さまにご協力いただければ、課題解決に向

け大きく前進する可能性があります。 

 

 〇競技団体の皆さまにご協力いただきたいことの例 

  （１）総合型地域スポーツクラブや、受入団体確保のめどが立たない市町に対して、 

     競技団体自体が運営団体および実施主体となるような参画の仕方 

  （２）市町が受入をお願いしている総合型地域スポーツクラブ等に、指導者を派遣 

する参画の仕方 

  （３）各競技団体で、指導者の皆さまに対して県の人材バンクへの登録を促してい 

     ただき、市町の依頼に応じていただく形での参画 

 

このように、ご協力いただく形の例を挙げさせていただきました。子どもたちのスポー

ツ、文化芸術活動に親しむ機会の確保・充実のため、何卒ご協力いただきますようお願い 

いたします。 

 

 

 

 

 

 



 【送付資料】 

  01_地域クラブ活動推進体制イメージ図 

  02_各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点） 

  03_休日の部活動の地域移行を公表しているまたは実施済の市町 

  04_令和７年度市町等教育委員会事務局 部活動担当者 連絡先一覧表 

  05_送付資料１～４について 

 

【事務担当】 

三重県教育委員会事務局 

保健体育課 水井  遼 

TEL 059-224-2973 

                                       三重県地域連携・交通部スポーツ推進局 

スポーツ推進課 中嶋 美佳 

TEL 059-224-2986 



行政（市町教育委員会 ・ 首長部局 等）

運営団体
（スポーツ協会・文化振興財団）
（総合型地域スポーツクラブ）

（民間企業、大学）
（新たに設置された法人）

◎運営団体に期待される役割
・ガバナンス確保（地域クラブの審査・認定）
・会費徴収、指導者謝金支払、保険加入事務
・コーディネーター配置
・各クラブの活動把握
・指導者派遣調整、研修等開催
・活動や運営に関する相談対応
・市町教育委員会・学校との連絡調整

休日
野球

休日
吹奏楽

休日
ソフト
テニス

休日
バスケ

連携
中学校

情報共有

ｻﾎﾟｰﾄ

統括 運営

平日
部活動

連携

平日
部活動

連携

管理 運営

資料１

地域クラブ活動推進体制イメージ図

地域の指導者、兼職兼業の教員等が指導へ みえ地域クラブ活動人材バンク

【】資料５



【資料２】

クラブ名 市町名
男子部、女子部

または男女不問

必　要

クラブ数

必　要

指導者数

桑名市 男子部 4 12

東員町 男子部 1 2

四日市市 男子部 12 21

朝日町 男子部 1 1

川越町 男女不問 1 2

松阪市 男女不問 4 6

伊勢市 検討中 検討中 検討中

鳥羽市 男女不問 1 3

志摩市 男女不問 1 1

桑名市 女子部 3 9

木曽岬町 女子部 1 1

東員町 男女不問 2 4

四日市市 男子部 8 13

四日市市 女子部 10 16

朝日町 女子部 1 2

川越町 女子部 1 1

松阪市 検討中 検討中 検討中

度会町 女子部 1 1

度会町 男子部 1 1

南伊勢町 女子部 1 2

伊勢市 検討中 検討中 検討中

志摩市 男女不問 1 3

紀北町 男女不問 4 0

熊野市 男子部 3 4

熊野市 女子部 3 4

御浜町 男女不問 2 2

川越町 男子部 1 2

川越町 女子部 1 2

津市 男女不問 8 26

南伊勢町 女子部 1 2

伊勢市 検討中 検討中 検討中

志摩市 男女不問 1 3

紀北町 男女不問 1 0

各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点）

　※現在調査中の市町から、クラブや指導者数の報告が入り次第、更新の予定

ソフトテニス

サッカー

バドミントン



【資料２】

クラブ名 市町名
男子部、女子部

または男女不問

必　要

クラブ数

必　要

指導者数

各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点）

　※現在調査中の市町から、クラブや指導者数の報告が入り次第、更新の予定

東員町 男女不問 4 8

四日市市 男子部 13 20

四日市市 女子部 13 20

菰野町 女子部 2 1

朝日町 女子部 1 1

朝日町 男子部 1 2

川越町 男子部 1 2

川越町 女子部 1 2

亀山市 男子部 1 3

亀山市 女子部 1 3

松阪市 男子部 7 13

松阪市 女子部 6 12

度会町 男子部 1 1

伊勢市 検討中 検討中 検討中

志摩市 男女不問 1 3

伊賀市 男子部 5 8

伊賀市 女子部 5 10

紀北町 男子部 2 0

熊野市 男女不問 1 2

御浜町 男子部 1 0

御浜町 女子部 2 1

桑名市 男子部 4 9

木曽岬町 男女不問 1 3

東員町 男子部 1 2

朝日町 男子部 1 1

川越町 男女不問 1 1

松阪市 男女不問 7 12

伊勢市 検討中 検討中 検討中

志摩市 男女不問 1 3

度会町 男子部 1 1

軟式野球

バスケットボール



【資料２】

クラブ名 市町名
男子部、女子部

または男女不問

必　要

クラブ数

必　要

指導者数

各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点）

　※現在調査中の市町から、クラブや指導者数の報告が入り次第、更新の予定

木曽岬町 女子部 1 2

東員町 男女不問 3 6

四日市市 女子部 15 22

朝日町 女子部 1 2

朝日町 男子部 1 2

川越町 男子部 1 2

川越町 女子部 1 2

多気町 女子部 1 1

度会町 女子部 1 1

志摩市 男女不問 1 3

伊賀市 女子部 5 7

伊勢市 検討中 検討中 検討中

名張市 男女不問 6 6

紀北町 女子部 1 0

熊野市 女子部 2 4

御浜町 女子部 1 0

四日市市 女子部 5 0

伊勢市 検討中 検討中 検討中

伊勢市 検討中 検討中 検討中

尾鷲市 男女不問 1 1

四日市市 男子部 9 18

四日市市 女子部 9 18

四日市市 男女不問 2 6

紀北町 男女不問 1 0

ラグビー 熊野市 男女不問 1 2

水泳

バレーボール

硬式テニス

ソフトボール

剣道



【資料２】

クラブ名 市町名
男子部、女子部

または男女不問

必　要

クラブ数

必　要

指導者数

各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点）

　※現在調査中の市町から、クラブや指導者数の報告が入り次第、更新の予定

いなべ市 男女不問 1 3

東員町 男女不問 3 6

四日市市 男子部 13 20

四日市市 女子部 12 18

朝日町 女子部 1 2

朝日町 男子部 1 2

川越町 男子部 1 1

多気町 男女不問 1 1

伊勢市 検討中 検討中 検討中

鳥羽市 男女不問 1 2

志摩市 男女不問 1 3

伊賀市 男子部 10 17

伊賀市 女子部 5 10

名張市 男女不問 7 5

紀北町 男女不問 1 0

熊野市 男女不問 1 2

御浜町 男女不問 4 2

東員町 男女不問 1 0

四日市市 男女不問 5 8

鳥羽市 男女不問 1 3

紀宝町 男女不問 1 1

朝日町 女子部 1 1

度会町 女子部 1 0

朝日町 男子部 1 0

度会町 男子部 1 0

伊勢市 検討中 検討中 検討中

志摩市 男女不問 1 2

南伊勢町 男女不問 2 4

紀北町 男女不問 1 0

紀宝町 男女不問 1 0

陸上競技

卓球



                             

【資料３】 

〇休日の部活動の地域移行を公表しているまたは実施済の市町 

（令和７年５月時点） 

 

 

・桑名市 （令和８年度中） 

 

・四日市市（令和８年 12月） 

 

・鈴鹿市 （令和８年 10月） 

 

・菰野町 （令和８年度中） 

 

・伊賀市 （令和８年度中） 

 

・大紀町 （令和５年度） 

 

 











【資料９】 

送付資料５～８について 

 

資料５・・・地域クラブ活動推進体制イメージ図 

 

県および各市町において、最大の課題は指導者の確保です。県では、人材バンク

を開設し、地域人材の掘り起こしや市町の教員が希望する場合には、兼職兼業で、

地域移行したクラブでの指導に当たることのできるモデルを示すなど、課題解決

に向けた取組を行っているところですが、指導者が不足している状況です。 

 

 

資料６・・・各市町の指導者を必要としているクラブ（R7.5.30時点） 

 

各市町に、指導者を必要としているクラブを報告していただいたものです。 

どの競技に何人ぐらいの指導者が必要であるかを一覧にしました。例えば、サッカ

ーにおいては、東員町で、地域移行を行うにあたり、１クラブ必要で、そこには指導

者が 2名必要であるということが記載されています。 

なお、サッカーでは、ここに記載の６市町の指導者が満たされれば地域移行が完

成するという表ではありません。現在、調査中の市町や精緻に時間がかかっている

競技もあり、数字につきましては、あくまで令和７年５月時点のもので、今後、新た

な市町名が追加されたり、指導者数が増えたりすることも考えられます。 

この一覧表にない競技団体様におかれましても、受け入れ先としてご一考くだ

さい。 

 

  資料７・・・休日の部活動の地域移行を公表しているまたは実施済の市町 

  

参考として、既に部活動の地域移行を行っている市町や、今後、休日の部活動の

域移行を行うことを公表している市町の一覧です。 

  

  

  資料８・・・令和７年度市町等教育委員会事務局 部活動担当者 連絡先一覧表 

 

県教育委員会保健体育課及び、各市町部活動担当課の一覧表です。 

今回のご依頼に少しでも興味をもったり、不明な点がありましたら、まずは、県

教育委員会の保健体育課、担当水井（０５９－２２４－２９７３）までご一報いただき

たいと思います。 

また、直接各市町に直接連絡をとっていただいても結構です。 



                                      【資料 10】 

三重県地域クラブ活動の理念及び認定要件（案） 

 

１ 理念について 

 

～ 三重県の地域移行（展開）に対する考え方 ～ 

 

○ 子どもたちが目的や関心に応じて活動を選択でき、主体性を育むことができ

る学びの場であるとともに、心身の健やかな成長と自立が促され、生涯にわたっ

てスポーツ・文化芸術活動に親しむための土台をつくる場として発展させること

をめざす。 

 

○ 子どもたちが幅広い世代の人々と豊かに交流することで、地域に愛着を持ち、

地域社会を支える人材として成長できる場となるよう、地域全体で関係者が連携

して持続可能なクラブ運営を支え、発展させることをめざす。 

 

 

２ 認定要件のモデルについて 

 

～ 各地域クラブが満たすべき要件 ～ 

 

  ○ 三重県における地域クラブ活動の理念に賛同していること。 
 

  ○ 国・県・市町の定める「部活動ガイドライン等」及び「地域クラブの在り方に

関する方針等」に準じた活動が行われていること。 
 

  ○ 営利を活動の主たる目的とせず、活動の維持・運営に必要な範囲で、可能な

限り低廉な会費を設定していること。 
 

  ○ 団体の規約等に基づいた運営がなされ、公正かつ適正な会計処理を行い、関

係者に対する情報開示が適切に行われていること。 
 

  ○ 活動状況や年間計画等について、定期的に生徒の在籍校と情報共有等が行え

ること。 
 

  ○ 生徒の健康、安全を第一に考え、熱中症や落雷等の事故防止に努め、活動中

の事故やトラブルに対する責任者が明らかであること。 
 

  ○ 公認指導者資格を有している、または市町が基準として示すコンプライアン

ス研修等を受講している指導者が携わり、生徒の人権を尊重した活動を行って

いること。 
 

  ○ 暴力・ハラスメント等の相談窓口を、生徒や保護者へ積極的に周知している

こと。 















みえ地域クラブ活動人材バンクの活用について（案） 

 

令和 7年 2月 20日に運用開始した「みえ地域クラブ活動人材バンク」（以下、

人材バンク）の今後の活用については、以下のように考えています。 

 

現在、指導者の募集をすることができるのは、予めアカウントを付与した市町担 

当課のみであり、各市町の部活動指導員の募集のみに、活用されています。（マッ

チングまで至った件数は 4件） 

県では、地域クラブの認定要件モデルについて、現在検討中でありますが、国が

認定要件を示す時期との兼ね合いもあり、最終的なモデルを示すまでにはまだ時

間を要します。 

しかしながら、人材バンクへの登録指導者については、「登録をしたのみ」という

状態が続いているため、県の認定要件を示す前に、国の実証事業を受託している

市町が、地域移行先として認めている総合型地域スポーツクラブのみ先行して、指

導者の募集を行えるようにしたいと考えます。 

※総合型地域スポーツクラブについては、国が示す認定要件モデル基準以上の 

登録基準をクリアしています。 

 

手順は以下のとおりです。 

①市町担当課（学校教育、生涯学習）が地域移行先として認めている総合型地域ス

ポーツクラブに、人材バンクのアカウントを発行するか希望をとる。 

②希望をしたクラブは、市町担当課を通じ、アカウント情報を県に提出。 

③県はアスフィール（※人材バンク運営会社）に情報を提出。 

④アスフィールより希望したクラブへ直接、ログイン ID、パスワードを付与。 

⑤県主催オンライン会議にてアスフィールによる、人材バンク利用方法の説明会を

実施。 

⑥クラブにて募集開始。 

 

※クラブが人材バンク上で指導者を募集する際には、必ず市町担当課が内容を確

認したうえで許可を得ることを必要とする。（資料 14参照） 
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